
〈兵庫県〉
神戸市
宝塚市

〈長野県〉
長野市

〈茨城県〉
常陸太田市
龍ケ崎市
取手市
古河市
つくば市

〈千葉県〉
松戸市（LINE）

〈神奈川県〉
相模原市
大和市

〈愛知県〉
岡崎市

〈愛媛県〉
西予市（LINE）

〈鹿児島県〉
出水市
奄美市（メール＋LINE）

〈埼玉県〉
本庄市
富士見市
深谷市

〈北海道〉
苫小牧市

〈岡山県〉
奈義町

「きずなメール」
　活用自治体

※（ ）の記載のない自治体はメール配信

〈東京都〉
文京区
江東区
中央区
墨田区
中野区
八王子市
東久留米市
港区
大田区（メール＋LINE)

〈団体概要〉
特定非営利活動法人　きずなメール・プロジェクト

設立／２０１０年１１月３日　法人化／２０１１年４月１日

代表理事／大島由起雄

〈活動内容〉
①メール配信による妊娠・出産・産後支援、子育て支援

②妊娠・出産・産後・子育て支援のための情報発信

〈所在地〉
〒１６６-０００１　東京都杉並区阿佐ヶ谷北５-１-５-３０１

〈連絡先〉
電  話／ ０３-６３１７-５５７５　

F A X／ ０３-６３２２-３６７３

メール ／ inquiry@kizunamail.com

〈HP〉　http://www.kizunamail.com

災害時の妊産婦への
緊急連絡手段としても

東日本大震災では、災害時に妊産婦さんへ

支援が不十分だったことが明らかになり、

全国の自治体で妊産婦と乳幼児が「災害時

要援護者」であることを再確認し、地域防

災計画の中で位置づける試みが始まってい

ます。そうした中〈きずなメール〉は、平時

は子育て情報配信、災害時は妊産婦への

安否確認・緊急連絡手段に早変わりする

点も注目されています。

　「きずなメール・プロジェクト」は信頼

できる良質なコンテンツとメールという

届け方を組み合わせて、子育てにかか

わる人々を支えていこうという社会企業

プロジェクトです。

　僕の妻が初めて妊娠した時に出会った

１冊の本がきっかけで、「妊娠期間中の

毎日、まるで伴走者のように寄り添うマタ

ニティメールをつくろう＝きずなメール」

というアイデアは生まれました。

　「女性がよい妊娠期間を過ごすことは、

その後の子育てによい影響を与える」と

いわれますが、〈きずなメール〉にもみん

なの子育てに役立つ力、未来を拓く力が

あるかもしれない――そう気づいた時、

僕はこの〈きずなメール〉を通して、人々

の役に立ちたいと考えました。

　モノも情報もあふれる現在、「泣きや

まない赤ちゃんを傷つけてしまった」

「子育ての悩みを打ち明ける相手もおら

ず、ひきこもりがち」という問題に対し、

モノや情報はその解決の大きな力には

なっていません。逆に便利で快適な生活

そのものが、思い通りにならないことが

多い子育てへの耐性を失わせていたり、

情報がありすぎるからこそ混乱し不安を

助長している面もあります。

　子育てが「孤育て」となりがちな今、

〈きずなメール〉は、子育てに関わる人々、

それを支えたい人、支え合える人が出会

う“場”になる可能性も秘めています。

　充実した妊娠期間は、子育てへの力の

源になります。孤独な子育てや産後うつ、

虐待の予防・解消にもつながります。

〈きずなメール〉への協働、ご参加をお

待ちしております。

　産婦人科医、助産師、小児科医、歯科

医、管理栄養士という大勢の専門家の協

力を得て〈きずなメール〉の基本原稿は

作られています。妊婦さんや出産された

女性の声、協働する自治体や産院等の担

当者の想いも反映されています。制作の

過程ではいつも「立場は違えど、生まれ

てくる赤ちゃんを祝福したい、お母さん

お父さん達を支えたいという気持ちは一

緒だな」と感じています。

　新しい命を祝福したい。子育てを応援

したい。そうした気持ちを表す方法のひ

とつとして、どうぞ〈きずなメール〉をご

活用ください。気持ちを重ねることで、届

ける力は大きくなります。

「孤育て予防」 のための
新しい寄り添いの形
〈代表理事・大島由起雄〉

祝福の気持ちを
〈きずなメール〉にのせて
〈コンテンツ開発・松本ゆかり〉

 設立

「マタニティきずなメール」パイロット版配信開始

 ＳＶＰ東京の２０１１年度協働・投資先に採択される

 被災地支援として「きずなメール石巻版」配信開始

「産後きずなメール」パイロット版配信開始

 虐待予防月間「ゆる育児キャンペーン」参加

「エジンバラ産後うつ質問票」（ＥＰＤＳ）サイト公開

 東京都文京区など３自治体で事業採択

 ５自治体で事業採択、配信開始

 ４周年記念感謝際を開催

「ゆる育児フォーラム at スウェーデン大使館」参加

 ２１自治体で事業採択、配信開始

 内閣府「子育て支援連携事業全国大会」事例発表

 ２９自治体で事業採択、配信開始

 株式会社キナリとの協働で「ママ応援プロジェクト」開始

 一般社団法人WITの経営支援先に採択される

 第１回きずなメール活用自治体情報交換会開催

 「MAMA翻訳プロジェクト」開始

 LINE、Twitterによるパイロット配信開始

 第２回きずなメール活用自治体情報交換会開催

 ４自治体でLINE配信開始

２０１０年１１月

２０１１年 ３月

８月

１１月

２０１２年 ６月

１１月

２０１３年 ２月

４月

２０１４年 ４月

　１１月

１１月

２０１５年 ４月

７月

２０１６年 ４月

５月

５月

６月

１１月

２０１７年 ５月

６月

２０１８年   　        

ここまでのあゆみ

代表・大島（右）、 コンテンツ開発・松本（左）

2019.6 改

〈ご質問・お問い合わせ〉
 特定非営利活動法人 きずなメール・プロジェクト
 電話 ０３-６３１７-５５７５
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きずなメール
試し読み
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